
 

 

 

 

 

 

 県教委では、これまでも全国学力・学習状況調査や山口県学力定着状況確認問題等の結果

を踏まえた授業改善の重要性を説明してきました。７月末に公表された今年度の結果を受け

て、夏季休業中に研修を行いましたので、紹介します。 

 

 

 ８月２３日・２４日の２日間、採用４・５年目の先生方

を対象に、附属山口小学校で「平成３０年度若手教員スキ

ルアップ研修」を行いました。日々の悩みを共有したり、

持ち寄った指導案を検討したりと、キャリアステージに応

じた有意義な研修を行うことができました。 

 １日目には、「誤答分析の活用と授業改善」と題した講

義の後、グループによる授業づくりを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校６年の調査問題および解答類型をもとに、児童がどのような誤答をしていたのか、

授業では何を心掛ければよいのか、事前に何を準備すればよいのかなど、指導者も交えて積

極的な協議が行われました。若手の熱意は、指導者の先生にも刺激になったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 

～ 
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山口県教育庁義務教育課 

研修の一場面から 

〈受講者から〉 
・子どもたちの発言に耳 
を傾け、話したくなるよう
な授業をめざしたいと思
います。 
・２学期から授業をするの
が楽しみになりました。 
・校種の違う先生とも交流
ができ、多くのことを学ぶ
ことができました。 
・たくさんの考え方に触れ
ることができました。 
 
 
 
 
 

〈指導者から〉若い先生方の熱心な姿に刺激を受け、とても勉強
になりました。自分の未熟さをあらためて感じました。 
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 今回の調査問題では、小学校と中学校の国語Ａで「心を打たれる」という同じ慣用句に関

する問題が出題されました。小学校では左に示すように慣用句の意味と使い方を問う内容、

中学校でも右に示すように意味を問う問題でした。山口県では、小・中学校いずれも全国平

均を上回る高い正答率でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、中学校において、慣用句「心を打たれる」を文末に用いた一文を書く問題では、

山口県の正答率は、全国平均より３．７ポイント低い結果でした。 

 

    

誤答のうちで最も多かったのは、「心を打たれた」の主語

を明らかにして書くことができていなかったもので、解答全

体の６８．６％にのぼりました。 

この原因としては、次の点が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 引き続き、児童生徒の誤答や定着状況等をもとに、多様な

アイデアや工夫による授業改善に努めていただきますようお

願いします。 
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■ 「主語を明らかにした上で」という条件の意味が理解
できていないこと 

■ 主語を書く必要が少ない文字コミュニケーション（Ｓ
ＮＳなど互いに状況を了知している場面でのコミュニ
ケーション）の習慣化や、主語を含めた丁寧な説明が必
要なコミュニケーションの経験が不足していること 
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